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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第１四半期連結
累計期間

第34期
第１四半期連結
累計期間

第33期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 1,043,343 1,061,112 4,418,785

経常利益又は経常損失（△）（千円） △4,194 304 60,013

四半期純損失（△）又は当期純利益（千

円）
△8,494 △5,953 27,133　

四半期包括利益又は包括利益（千円） △8,602 △6,864 27,396

純資産額（千円） 1,271,187 1,287,801 1,307,185

総資産額（千円） 3,983,410 3,838,520 3,862,995

１株当たり四半期純損失金額（△）又は

１株当たり当期純利益金額（円）
△2.03 △1.42 6.50

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 31.9 33.5 33.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第33期第１四半期連結累計期間及び第34期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４. 第33期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

　  な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第1四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災後の復興需要の高まりを背景に、景気は緩や

かに回復しつつあるものの、欧州の債務危機や円高の長期化などから、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。 

食品業界におきましては、引き続きデフレの影響で低価格志向が続いていることや、飼料を中心とする原材料価

格の高騰など、継続して厳しい環境にあります。

このような状況の中、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合及び宅配会社に対する主力の鶏肉の販売

は、前年同期と比べ堅調に推移いたしました。利益面につきましては、総合宅配事業「スマイル生活」の会員数の伸

長と粗利率の向上、鶏卵相場の低迷時に備えた安定基金からの補填金収入の増加、牛乳製造卸売事業における生産

性の改善等により増益となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、10億61百万円（前年同期比1.7％増）、営業損失は4百万円

（前年同期は2百万円の損失）、経常利益は0.3百万円（前年同期は4百万円の損失）、四半期純損失は5百万円（前

年同期は8百万円の純損失）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（産直畜産事業）

主に産直型の生活協同組合及び宅配会社へ販売している鶏肉、冷凍加工食品、鶏卵等で構成される産直畜産事業

につきましては、主力の鶏肉の売上は前年同期と比べ堅調に推移したものの、鶏卵の売上が前年同期を下回ったた

め、売上高は微減となりました。利益面につきましては、鶏肉の販売単価の低下と、鶏肉一次処理の歩留り率の低下

等により減益となりました。（なお、鶏卵相場の低迷時に備えた安定基金からの補填金収入は営業外収益で計上す

るため、営業利益段階では増益要因にはなりません。）

この結果、産直畜産事業の売上高は、8億71百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益は70百万円（前年同期比

12.8％減）となりました。

　

（総合宅配事業）

当社の食品を中心に会員宅に毎週商品をお届けする会員制宅配事業「スマイル生活」につきましては、会員数が

伸長したことにより、売上高は増加いたしました。利益面につきましては、売上高の増加と粗利率の向上により、損

益は改善いたしました。

この結果、総合宅配事業の売上高は、1億57百万円（前年同期比8.0％増）、営業損失は3百万円（前年同期は8百万

円の損失）となりました。

　

（牛乳製造卸売事業）

牛乳や乳製品を生産、販売している牛乳製造卸売事業につきましては、売上高はほぼ前年並みとなりました。利益

面につきましては、生産を担う(有)むつみ牧場と製造を担う(有)あきかわ牛乳の生産性向上等により、損益は改善

いたしました。

　この結果、牛乳製造卸売事業の売上高は、14百万円（前年同期比4.6％減）、営業損失は4百万円（前年同期は6百万

円の損失）となりました。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、8,808千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,179,000 4,179,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 4,179,000 4,179,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

－ 4,179 － 714,150 － 381,030

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　5,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,168,000 4,168 －

単元未満株式 普通株式　　　6,000 － －

発行済株式総数 普通株式　4,179,000 － －

総株主の議決権 － 4,168 －

 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱秋川牧園
山口県山口市仁保

下郷317
5,000 － 5,000 0.12

計 － 5,000 － 5,000 0.12

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、西日本監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 733,055 698,661

受取手形及び売掛金 537,045 526,353

有価証券 20,447 20,450

商品及び製品 55,373 75,780

仕掛品 229,621 226,711

原材料及び貯蔵品 68,006 60,615

その他 167,501 171,940

貸倒引当金 △672 △778

流動資産合計 1,810,378 1,779,735

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 669,909 662,387

土地 791,763 791,763

建設仮勘定 20,932 23,351

その他（純額） 313,319 326,777

有形固定資産合計 1,795,924 1,804,279

無形固定資産

のれん 77,957 74,628

その他 17,438 15,726

無形固定資産合計 95,396 90,354

投資その他の資産 ※1
 161,295

※1
 164,150

固定資産合計 2,052,616 2,058,784

資産合計 3,862,995 3,838,520

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 313,129 249,161

短期借入金 1,167,857 1,171,024

未払法人税等 26,319 5,476

賞与引当金 19,360 16,367

その他 263,846 288,559

流動負債合計 1,790,512 1,730,590

固定負債

長期借入金 459,841 510,960

退職給付引当金 181,955 186,497

役員退職慰労引当金 50,824 51,430

その他 72,676 71,239

固定負債合計 765,297 820,128

負債合計 2,555,809 2,550,718
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 554,541 554,541

利益剰余金 40,798 22,324

自己株式 △3,573 △3,573

株主資本合計 1,305,916 1,287,443

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,269 358

その他の包括利益累計額合計 1,269 358

純資産合計 1,307,185 1,287,801

負債純資産合計 3,862,995 3,838,520
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,043,343 1,061,112

売上原価 818,763 831,757

売上総利益 224,579 229,355

販売費及び一般管理費 227,393 233,693

営業損失（△） △2,814 △4,338

営業外収益

受取利息 162 126

受取配当金 761 699

補填金収入 4,650 8,636

その他 810 2,008

営業外収益合計 6,384 11,470

営業外費用

支払利息 7,736 6,800

その他 28 27

営業外費用合計 7,764 6,827

経常利益又は経常損失（△） △4,194 304

特別利益

固定資産売却益 577 747

受取保険金 － 2,297

その他 62 －

特別利益合計 639 3,044

特別損失

固定資産除却損 194 130

災害による損失 － 2,850

特別損失合計 194 2,980

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,749 368

法人税、住民税及び事業税 4,829 4,289

法人税等調整額 △84 2,032

法人税等合計 4,745 6,321

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △8,494 △5,953

四半期純損失（△） △8,494 △5,953
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △8,494 △5,953

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △107 △910

その他の包括利益合計 △107 △910

四半期包括利益 △8,602 △6,864

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △8,602 △6,864
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更が損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

投資その他の資産 475千円 475千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成

24年４月１日　至平成24年６月30日）

　当社グループの主たる事業では、鍋シーズンやクリスマスなどの冬季に、鶏肉製品が集中して受注を受けるため、第

３四半期連結会計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高くなるという季節的変動があり

ます。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 59,675千円 62,818千円

のれんの償却額 4,377　 3,329　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 12,520 3  平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 12,520 3  平成24年３月31日 平成24年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント その他

（注）
合計

産直畜産 総合宅配 牛乳製造卸売 計

売上高       

外部顧客への売上高 872,020146,07014,7161,032,80810,5341,043,343
セグメント間の内部売上高
又は振替高

24,237 729 14,185 39,152 60,297 99,449

計 896,258146,79928,9011,071,96070,8321,142,792

セグメント利益又は損失

（△）
81,431△8,885 △6,678 65,868△2,528 63,340

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、牛乳宅配事業及び物流部門等を

　　　含んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 　 (単位：千円)　

利益 金額

報告セグメント計 65,868

「その他」の区分の利益 △2,528

のれんの償却額 △4,377

全社費用（注） △61,776

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △2,814

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント その他

（注）
合計

産直畜産 総合宅配 牛乳製造卸売 計

売上高       

外部顧客への売上高 871,327157,74714,0441,043,11817,9931,061,112
セグメント間の内部売上高
又は振替高

27,991 553 15,728 44,273 63,766108,039

計 899,318158,30129,7721,087,39281,7601,169,152

セグメント利益又は損失

（△）
70,991△3,840 △4,233 62,917△1,734 61,183

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、牛乳宅配事業及び物流部門等を

　　　含んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 　 (単位：千円)　

利益 金額

報告セグメント計 62,917

「その他」の区分の利益 △1,734

のれんの償却額 △3,329

全社費用（注） △62,191

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △4,338

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

　該当事項はありません。

　　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2円03銭 1円42銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 8,494 5,953

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 8,494 5,953

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,173 4,173

　　
（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

 　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月７日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

西日本監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 梶田　　滋　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大藪　俊治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	会計方針の変更等
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

